
【 地 域 】 
・学校運営協議会 

・ＫＣＳ（小田小コラボレーション

システム） 小田っ子塾、学習補

助、登校見守り、あいさつ運動、

図書ボランティア、花壇整備など 

・学援隊、英語サポーター など 

・保護者、地域住民 

【 学 校 】 
・小田小学校 

（併設型小中学校 小田中学校） 

 

 

 

 

 

新 年 度 「 期 待 を 胸 に 」 スタート 

                                  校 長  中川 浩二 

 

学校と地域による“あたたかい”コラボレーション(協働) 
 
                                 校 長  中 川 浩 二 

 

梅雨に入り不安定な天候が続いていますが、たてわり活動

がスタートし異学年の児童同士による交流の様子を見ている

と微笑ましいです。 

さて、小田小学校の教育活動は、「地域」のお力添えにより支

えられていますが、今回は、この「学校」と「地域」について

書いていきます。社会学者は、日本は地元商店的・人格的な「生

活世界」からコンビニ的・没人格的な「システム世界」に変化

したことで、「地域や家族の空洞化」が起き、日本の現状を「社

会の底が抜けている状態」あるいは「経済が回っていても社会

が回っていない状態」であると警鐘を鳴らしています。さらに、

幼少期・青年期において、親との関係を「タテ」、友だちとの関

係を「ヨコ」としたとき、近所の人などとの「ナナメ」の関係

がなくなったことも大きいと述べています。私が小学生の頃は、

「ナナメ」の関係であった近所の方から、叱られながら育てて

いただいた経験があります。インターネットや科学技術を利用 

して「便利」になった一方で、地域を含む人間関係の希薄化な

どを感じることはあるのではないでしょうか。 

以上のことを踏まえて、社会学的な視座をもって「学校」と「地域」を捉えてみてはどうでしょ

うか。小田小では「地域との“あたたかい”コラボレーション（協働）」により、上述の「ナナメ」

の関係を大切にし、子どもたちが地域のみなさまとふれあうことを通して、地域に対する愛着をも

ち、安心して生活することにつながります。また、細やかな声かけや支援が、子どもたちの意欲を

高め、自信につながります。さらに、地域のお力添えにより、限られた「学校の経営資源（リソー

ス）」の拡充を図ることができ、教育活動の充実につながる効果があります。 

 先進的なアイデアを取り入れている地域があります。それは、ナンバーワン・クエスションと呼

ばれ、何かを決定するときはいつもみずからに「それは、子どもたちにとってよいことか」と問う

てみよう、というものです。すばらしい取組です。「学校」と「地域」が、「子どものために」との

ビジョンを共有しながら、自転車の両輪のように進んでいくことが大切です。地域のみなさまのご

支援のもと、「持続可能な小田小」を、推進していきたいと考えています。 
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元気 友達 笑顔 いっぱい かがやく 

 

“あたたかい” 

コラボレーション（協働） 

地域の財を生かした 

教育活動の充実 

ＫＣＳ（小田小コラボレーションシステム）などのボランティアを募集しています。 
地域のみなさまのご協力をお願いいたします。 
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